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新規制基準と 

適合性審査の弱点 

原子力市民委員会/プラント技術者の会/ APAST 

筒井哲郎 

2015年3月9日 国会エネルギー調査会（準備会） 

        内   容 

 新規制基準適合性審査の手続き 

 立地審査指針の適用除外 

 無理な過酷事故対策シナリオ 

 過酷事故対策は労働法違反 
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原子力市民委員会・ プラント技術者の会 

新規制基準適合性審査の手続き 

設計条件 

設計内容 

運転・保守要領 

「工事認可」「保安規定」を見なければ、実際の内容がわからない。 



計算書のマスキング 

高浜3号機｢工事認可一部補正（18） P.294/950  添13-12-142   

2015年2月2日提出の一部 （耐震計算書の入力条件） 

3 原子力市民委員会/プラント技術者の会 
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原子力市民委員会/プラント技術者の会 

立地審査指針の適用除外 

 「原子炉立地審査指針」(1964年制定・89年一部改訂）
は、長年許可申請の最上位の審査指針だった。 

 ・ 十分に公衆から離れていること。 

 ・ 仮想事故でも放射線災害を与えないこと。 

 ・ 重大事故の際の敷地境界での積算被ばく線量が   
250ｍSv以下であること。 

 福島の事故後の年間最大被ばく量は1190ｍSv。 

 規制委員会は、実質的に立地審査指針を無視するよ
うにした。 
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無理な過酷事故対策シナリオ 

重大事故等 

対策概要図 

大LOCA+全交流動
力電源喪失（ECCS

失敗+C/Vスプレイ注
入失敗） 
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無理な過酷事故対策シナリオ 

(約19分） 

(約49分） 

(約1.5時間） 

重大事故シナリオ  （「審査書」P.169~203） 

運転員操作、機器作動の保
証なし 

30分間でできる
保証なし 

運転員判断の保
証なし 

格納容器スプレイが遅れると  コ
ア・コンクリート反応が起きて、格

納容器破損を生じる 
格納容器加圧破損評価用の 

原子力市民委員会/プラント技術者の会 
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過酷事故対策は労働法違反 

現場作業員に高被ばく線量の労働を強いる。 
  ｢1号機の原子炉建屋の一番上が何か柱だけになっているという
情報が入ってきまして、・・・その後、けがした人間も帰ってき
て、・・・。ですから、直接私も爆発したところは見ていませんし、
そこの状況を話で聞いた状況です。それで、・・・線量がまだ高
かったんですけれども、・・・視察に行かしましたら、・・・上が柱だ

けで壁がなくなっているという状況｣ (吉田調書7月22・29日）  

   

そういう環境での労働契約が許されるか。 
労働安全衛生法第25条違反（退避の権利） 
憲法第13条違反（生命、自由及び幸福追求の権利） 

  

原子力市民委員会/プラント技術者の会 



＜労働安全衛生法 第25条＞ 

 事業者は、労働災害発生の急迫した危険があるときは、直
ちに作業を中止し、労働者を作業場から退避させる等必要
な措置を講じなければならない。 

 

 旧労働省通達（昭47.9.18基発第602号） 

  本条は事業者の義務として、災害発生の緊急時において、
労働者を退避させるべきことを規定したものであるが、客観
的に労働災害の発生が差し迫っているときには、事業者の
措置を待つまでもなく、労働者は、緊急避難のため、その自
主的判断によって当然その作業場から退避できることは、法
の規定を待つまでもないこと。 
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原子力市民委員会/プラント技術者の会 


